
【循環：１】循環機能による地域環境への負荷の低減 

【小目標（１）】自然の循環 

目標実現に向けた課題 
( )内のページ基本計画のページを示す 

進捗状況 

短期(最初の5年間) 中長期(５年以降) 

１）山・森林の循環機能の保全(p.55) 
89％ 67％

○百年の森や風土館主体の各種観察調査（キノコ、植生）が毎年数回行われています。
○森林整備地域活動支援金や民有林の交付金で山・森林の循環保全が行われています。
○水源林造成事業の維持管理や水源保全条例による山・森林の循環保全に努めています。 

２）河川の循環機能の保全(p.56) 
67％ 67％ 

○魚道設置提案他多岐の活動により、オビラメの会がイトウの再導入に成功しました。

３）雪の循環機能の保全(p.57) 
100％ 67％ 

○水源林造成事業の維持管理や水源保全条例による雪の循環機能保全に努めています。
○敷地内雪対策支援事業他多くの施策により雪の循環機能保全が行われています。

４）生物多様性にもとづく循環機能の保全
(p.58) 33％ 13％ 

○百年の森や風土館主体の各種観察調査（コウモリ、探鳥）が毎年数回行われています。 
○百年の森のこどもホタレンジャーの活動が環境大臣優秀賞を受賞しました。

【循環：１】循環機能による地域環境への負荷の低減 
倶知安の地域環境を保全するため、自然やくらしの中の様々な資源

循環とエネルギー循環を維持し、その中で環境への負荷を低減するこ
とを大目標として掲げます。また、領域ごとの循環を相互に結び合わ
せる土地利用についても、そのふさわしいあり方を目指します。 

○進捗状況の総括
目標実現に向けた課題のうち、生物の多様性については近年取り組

みが盛んになってきた分野であるため若干遅れはありますが、他は概
ね計画通りに進行しています。 
くらし、エネルギー、土地の循環機能の保全については、短期間（最

初の 5 年間）は概ね計画通りに進行しており、中長期間（5 年以降）
は今後の進展が期待されます。 

短期(平成18～22年) 中長期(平成23年以降) 

81％ 46％ 
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用語説明 

○こどもホタレンジャー

こども主体のホタルを守る人（ranger：森林や自然公園を警備したり、保護したりする人）

を意味し、全国の代表的な活動やユニークな活動を環境大臣が表彰します。 

○再導入

歴史的に分布が認められながら、種がすでに絶滅または絶滅に瀕している所に、再び定着

させる試みのこと。 

倶知安は羊蹄山・ニセコ山系に囲

まれ、水質日本一の尻別川が流れる

自然豊かな町です。環境基本計画で

は、この豊かな自然環境を将来に引

き継いでいくために、自然の循環機

能の保全を目標としています。 

左の広報記事で取り上げられた、

ホタルの復活やイトウの再導入は本

町での自然の循環機能の保全の取り

組みのひとつと言えます。 

※この記事は平成 23 年 4 月号の 

広報くっちゃんより引用しました。 

※この記事は平成 23 年 6 月号の広報くっちゃんより引用しました。 
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【小目標（２）】くらしの循環 

目標実現に向けた課題 
( )内のページ基本計画のページを示す 

進捗状況 

短期(最初の5年間) 中長期(５年以降) 

１）第１次産業における循環機能の保全
(p.59) 73％ 47％ 

○農業振興協議会負担、環境保全型農業直接支援対策他多くの施策が行われています。
○町認定農業者協議会による栽培体験他多くの施策が行われています。
○ふれあいファーム登録や完熟キャベツ・枝豆の栽培体験が継続的に行われています。
○森林整備地域活動支援金や民有林の交付金で循環保全が行われています。

２）第２次、第３次産業における循環機能
の保全(p.61) 67％ 40％ 

○町認定農業者協議会による農産物即売会他多くの施策が行われています。
○乱開発を防ぐため景観地区の設定や観光振興基本計画を策定しています。
○雪トピアフェスティバルやサマークロスカントリーなど関連施策を行っています。

３）消費者における循環機能の保全(p.62) 
67％ 33％ 

○文化祭やリサイクルバザーで消費者協会からの情報を提供しています。
○一般家庭用生ごみ処理機購入費負担や処理業者の堆肥無料配布がされています。
○大型店舗のマイバスケット制やレジ袋削減に関する協定がされています。

４）一般廃棄物の処分における循環機能の
保全(p.63) 80％ 33％ 

○廃棄物処理業者による堆肥化と多くの地域で徹底した分別が実施されています。
○平成 19 年の段階で処理手数料に問題が生じてなく、現在に至っています。
○不法投棄禁止の呼掛やパトロールを行っています。

５）産業廃棄物の処分における循環機能の
保全(p.64) 100％ 33％ 

○廃棄物協会による説明会や振興局による説明施設見学会が行われています。
○廃棄物処理業者による見学対応が随時行われています。

環境調査（ごみ処理） 

※この図は、『清掃事業概要(平成 25 年度版)』 

に基づき、作成したものです。 

町内で処理するごみは年間で 7,335t
であり、大半が可燃ごみです。1 人 1
日当たりのごみ排出量は 904g/(人・
日)と全国平均の 975※を下回っていま
す。 
詳細は巻末資料 資料 1～3 に記載

しています。 
※『環境省 一般廃棄物の排出及び処
理状況等（平成 23 年度）について』
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【小目標（３）】エネルギーの循環 

目標実現に向けた課題 
( )内のページ基本計画のページを示す 

進捗状況 

短期(最初の5年間) 中長期(５年以降) 

１）再生可能エネルギーの導入による化石
燃料の使用削減(p.65) 100％ 75％ 

○雪氷冷熱保存や地中熱ヒートポンプ、廃食油の再利用が行われています。
○じゃがいもの雪氷冷熱保存を２事業者が継続的に行っています。
○地中熱ヒートポンプを２事業者が継続的に利用しています。
○廃食油を BDF 車両燃料やビニールハウス暖房燃料として利用しています。

２）省エネルギーの推進による化石燃料の
使用削減(p.66) 100％ 22％ 

○広報に省エネ効果事例を例示し、節電の呼掛けを行っています。
○地球温暖化対策地域推進計画を策定し、省エネに繋がる行動例を示しています。
○庁舎の光熱費調査、物件費抑制他、地球温暖化対策実行計画の取組を公表しています。 

※これらの写真は COOL ENERGY 5（雪氷熱エネルギー活用事例集 5）」 

平成 24 年 3 月 経済産業省北海道経済産業局 より引用しました。 

用語説明 

○地中熱ヒートポンプ

地中にある熱を不凍液など循環させることで熱を取り出す装置のこと。地中の熱は季節に

かかわらず安定している。 

○雪氷冷熱保存

雪や氷のもつ冷熱エネルギー（冷たいエネルギー）を利用した保存方法。  

○BDF（バイオディーゼル燃料）

てんぷら油から作られる軽油代替燃料の総称のこと。 

雪氷冷熱保存は観光資源

としての雪を再生可能な自

然エネルギーとしても積極

的に利用するものです。 

この取り組みは環境基本

計画で挙げるエネルギーの

循環のみならず、雪環境との

共生とも関連し、全道第 2

位の豪雪地ならではの試み

です。 
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【小目標（４）】循環をつなぐ土地利用 

目標実現に向けた課題 
( )内のページ基本計画のページを示す 

進捗状況 

短期(最初の5年間) 中長期(５年以降) 

１）土地利用区分別の資源循環を結びつけ
る(p.67) 76％ 43％ 

○じゃがいもの花情報発信事業を継続的に行っています。
○GIS を利用した農地情報システムを導入し、土地利用区分の効率化を行っています。
○緑のマスタープランを策定しています。
○青少年サマー研修による尻別川いかだ下りを継続的に行っています。

※この背面図はくっちゃんじゃがいもの花情報ホームページより引用しました。

http://www.town.kutchan.hokkaido.jp/town/nourin/nougyou/jagaimonohana/jagaimonohanatop.jsp 

くっちゃんじゃがい

もの花情報は、初夏に

畑一面をピンクのじゅ

うたんを敷き詰めたよ

うに咲く馬鈴しょの花

を毎年記録しているも

のであり、この光景は

倶知安の初夏の風物詩

となっています。 

※この写真は宿・自然生活体験センター冒険家族様の 

ホームページより引用しました。 

http://www.bouken-kazoku.com/ 

青少年サマー研修による尻別

川いかだ下りは、倶知安町青少年

育成会の主催によって毎年行わ

れている行事で、ＮＰＯ法人等が

実施しています。 

町内の多くの小学生が参加し、

自ら乗るいかだの作成から行い、

水遊びの楽しさや川でのレスキ

ューなど多方面から学ぶ総合学

習を展開しています。 

用語説明 

○GIS：Geographic Information System

GIS は地図に様々な情報を盛り込み、位置と情報との関係を可視化する技術のこと。  
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※この記事は平成 24 年 12 月号の 

広報くっちゃんより引用しました。 

町認定農業者協議会による

農産物即売会は、農業者自ら消

費者と直接対面し農畜産物を

販売するものです。 

このような即売会は、農業者

と消費者との相互の理解と連

携を深め、第１次産業から第 3

次産業まで循環機能の保全を

目指す取り組みのひとつと言

えます。 

町の花と木について 

町では平成１０年１２月１１日に町の花と木を告示・制定しています。 

町の花 キバナシャクナゲ 

 北海道・東北の高山に自生する常緑の

小型灌木で、７～８月頃に黄色い５枚の

可燐な花びらをつけます。 

 キバナシャクナゲは羊蹄山、ニセコ山

系の代表的な高山植物です。 

町の木 イタヤカエデ 

 カエデ科の落葉樹で秋になると７枚

にくびれた葉が黄葉します。 

 町の公園や街路樹に広く分布し、特

に、沼の対岸には巨木が原生に近い森林

として存在しています。 

 スキー普及の初期、スキー板の材料に

されました。 
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